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農
業
の
新
し
い
担
い
手
確
保

　

新
し
く
農
業
を
始
め
る
人
を
新
規
就
農

者
と
い
い
ま
す
。
最
近
は
５
万
～
６
万
人

で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
２
年

は
４
万
６
千
人
に
減
少
し
ま
し
た
。
就
農

の
内
訳
を
み
る
と
、
親
元
就
農
な
ど
自
家

で
の
就
農
が
69
％
、
農
業
法
人
な
ど
に
就

職
す
る
雇
用
就
農
が
23
％
、
自
ら
農
業
を

創
業
す
る
新
規
参
入
が
８
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
40
代
以
下
が
37
％
、
女
性
が

29
％
で
、
農
家
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
む

中
、
自
家
で
の
継
業
だ
け
で
な
く
、
農
外

か
ら
の
就
農
、
若
い
世
代
や
女
性
の
就
農

は
、
農
業
の
新
し
い
担
い
手
と
し
て
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
和
歌
山
県
紀
の
川
市
が
２
０

２
２
年
か
ら
始
め
た
就
農
研
修
「
紀
の
川

ア
グ
リ
カ
レ
ッ
ジ
」
と
有
田
市
の
㈱
早
和

果
樹
園
の
取
り
組
み
か
ら
、
農
業
の
新
し

い
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま

す
。

　

紀
の
川
ア
グ
リ
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
地
域

で
生
産
さ
れ
て
い
る
収
益
性
の
高
い
イ
チ

ゴ
（
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
ま
り
ひ
め
」）
の
栽

培
で
、「
２
年
で
稼
げ
る
イ
チ
ゴ
農
家
」
に

な
る
こ
と
を
目
標
に
実
践
的
な
研
修
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
農
協
や
農
業
士

会
、
農
業
委
員
会
、
紀
の
川
市
な
ど
で
構

成
さ
れ
た
「
紀
の
川
市
新
規
就
農
者
受
入

協
議
会
」
が
主
体
と
な
り
、
研
修
生
は
イ

チ
ゴ
栽
培
の
基
礎
知
識
、
販
売
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
経
営
上
の
知
識
、
独
立
に

向
け
た
事
業
計
画
づ
く
り
、
地
域
文
化
な

ど
、
農
業
経
営
を
座
学
で
体
系
的
に
学
ぶ

と
と
も
に
、
イ
チ
ゴ
農
家
の
も
と
で
実
習

を
行
い
、
独
立
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を

実
践
で
身
に
つ
け
ま
す
。
ま
た
期
間
中
は
、

国
や
県
の
資
金
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
安
心

し
て
研
修
を
続
け
て
い
ま
す
。
第
１
期
は
、

県
外
か
ら
30
代
の
若
い
移
住
者
５
人
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
前
職
を
み
る
と
、
公
務

員
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
会
社
員
、

証
券
マ
ン
と
多
様
で
、
う
ち
２
人
が
女
性

で
す
。
研
修
生
は
生
産
だ
け
で
な
く
、「
高

品
質
の
甘
い
イ
チ
ゴ
を
作
り
た
い
」「
観
光

農
園
を
開
設
し
た
い
」
「
カ
フ
ェ
を
開
き

た
い
」
と
将
来
の
目
標
や
希
望
を
胸
に
受

入
農
家
に
つ
い
て
栽
培
を
学
ん
で
お
り
、

独
立
に
向
け
、
す
で
に
家
や
畑
を
準
備
し

て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

次
に
、
㈱
早
和
果
樹
園
は
７
戸
の
み
か

ん
農
家
が
組
合
を
つ
く
り
、
共
同
選
果
・

共
同
出
荷
を
始
め
た
の
が
前
身
で
、
現
在

は
、
品
質
に
こ
だ
わ
り
を
持
つ
み
か
ん
栽

培
と
と
も
に
、
６
次
産
業
化
に
よ
る
加
工

品
の
開
発
・
製
造
・
販
売
に
取
り
組
み
、

最
近
は
海
外
へ
の
輸
出
も
行
い
、
販
路
を

広
げ
て
い
ま
す
。
農
業
は
家
族
経
営
が
多

い
の
で
す
が
、
同
社
は
栽
培
技
術
の
継
承
・

向
上
と
と
も
に
加
工
販
売
に
よ
る
付
加
価

値
を
付
け
、
後
の
世
代
に
み
か
ん
農
業
を

引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
法
人
化
の
道
を

選
び
ま
し
た
。
後
継
者
と
な
る
社
員
を
募

集
す
る
際
に
は
、
農
業
関
係
の
採
用
募
集

で
は
な
く
、
合
同
企
業
説
明
会
で
一
般
募

集
し
、
新
卒
の
大
学
生
を
雇
用
し
て
い
ま

す
。「
農
業
に
興
味
が
あ
る
」「
地
域
に
貢

献
し
た
い
」
と
、
地
元
出
身
の
Ｕ
タ
ー
ン

就
職
や
県
外
か
ら
の
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
が
増

加
し
、
２
０
２
２
年
に
は
常
勤
社
員
が
97

名
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
は
70
名
と
事

業
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
規
就
農
の
道
は
複
数

あ
り
ま
す
が
、
研
修
の
受
入
協
議
会
や
企

業
に
就
職
す
る
と
い
う
相
談
で
き
る
仕
組

み
や
安
定
し
た
環
境
が
、
農
業
の
新
し
い

担
い
手
確
保
に
功
を
奏
し
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
ま
た
就
農
後
の
課
題
と
し
て
、
技

術
の
未
熟
さ
や
資
金
面
の
不
足
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
規
就
農
に
は
、
受

け
皿
と
と
も
に
伴
走
型
の
継
続
支
援
も
必

要
で
す
。
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